
１
月
５
日
、
美
幌
津
別
広
域
事
務
組
合
津
別
消

防
署
、
津
別
消
防
団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
前
で
の
検
閲
後
、
役
場
庁
舎
前
に
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
車
両
10
台
が
集
結
し
、
消
防

署
員
16
名
、
消
防
団
員
85
名
で
観
閲
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
民
会
館
で
45
年
勤
続
褒
賞
の
金
一

謙
藏
分
団
長
を
始
め
と
す
る
功
労
者
22
名
の
表
彰

と
佐
藤
多

一
町
長
、

糸
屋
消
防

長
の
年
頭

の
挨
拶
が

あ
り
、
消

防
署
員
・

消
防
団
員

は
火
災
な

ど
か
ら
町

民
を
守
る

誓
い
を
新

た
に
し
ま

し
た
。

１月５日、中央公民館を会場に第45回新春書初席書大

会が開催され、小・中学生61人が各学年ごとの課題に合

わせて筆を走らせました。

会場には、子どもの成長を楽しみに訪れる親御さんの

姿も目立ち、真剣な眼差しで取り組む子ども達へアドバ

イス等を送っていました。

また、今回書かれた作品には、金・銀・銅賞の他に、

審査員特別賞の枠が設けられ、１月22日の表彰式で表彰

状と記念品が贈呈されました。

新
春
の
想
い
を
筆
に
の
せ
て

第
45
回
新
春
書
初
席
書
大
会
開
催

青
年
農
業
者
大
会
で
最
優
秀
賞

河
本
さ
ん
が
青
年
農
業
者
会
議
へ

１
月
６
日
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
奈
良
竜
樹

選
手
が
佐
藤
多
一
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

奈
良
選
手
は
津
別
町
在
住
の
篠
原
勲
さ
ん
の
お
孫

さ
ん
で
、
北
見
市
生
ま
れ
。
昨
シ
ー
ズ
ン
の
Ｊ
２

リ
ー
グ
終
盤
７
試
合
に
出
場
し
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ

の
今
季
Ｊ
１
昇
格
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
10
日
に
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
名
門
・
札
幌
山
の
手
高
校
で
活
躍
し
た
津
別

町
出
身
の
石
川
瑞
季
さ
ん
が
町
長
室
を
訪
れ
ま
し

た
。
石
川
さ
ん
は
、
同
校
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と

し
て
在
学
３
年
間
に
高
校
３
冠
を
含
む
５
度
の
全

国
大
会
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

町
長
か
ら
の
激
励
に
、
奈
良
選
手
は
Ｊ
１
リ
ー

グ
で
の
活
躍
を
、
石
川
さ
ん
は
大
学
進
学
後
の
更

な
る
飛
躍
を
そ
れ
ぞ
れ
誓
い
ま
し
た
。

コンサドーレの奈良選手と山の手高校の石川さん

津別ゆかりの若手ホープが町長を表敬訪問

12
月
15
日
に
北
見
市
端
野
町
で
行
わ

れ
た
「
平
成
23
年
度
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
管
内
青
年
農
業
者
大
会
」
で
、

津
別
町
の
河
本
務
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
同
20
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、
受

賞
の
喜
び
と
１
月
31
日
か
ら
札
幌
で
開

催
さ
れ
る
北
海
道
青
年
農
業
者
会
議
へ

派
遣
決
定
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

今
回
、
河
本
さ
ん
が
受
賞
し
た
の
は

ア
グ
リ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
最
優
秀
賞

で
、
札
幌
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
実
家
の
農

業
を
手
伝
い
始
め
た
頃
の
と
ま
ど
い

や
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
の
出
会
い

と
学
習
活
動
グ
ル
ー
プ
『
津
別
町
N
O

D
E
（
ノ
ー
ド
）』
の
結
成
、
農
家
と

し
て
生
き
て
行
く
決
意
な
ど
が
発
表
さ

れ
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

１
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
青
年
部

(

竹
原
宏
太
郎
部
長)

か
ら
津
別
町
教
育

委
員
会
に
学
校
給
食
用
の
カ
ボ
チ
ャ
70

o
が
寄
贈
さ
れ
、
阿
部
博
道
教
育
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
品
種
「
ロ
ロ
ン
南

瓜
」
は
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
町
内
の
畑
で
丹
精
こ
め
て
育
て

た
も
の
。
中
に
は
津
別
小
学
校
の
生
徒

が
植
え
た
カ
ボ
チ
ャ
も
含
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

「
こ
の
時
期
の
食
材
寄
贈
は
大
変
あ

り
が
た
い
で
す
」
と
い
う
阿
部
教
育
長

の
お
礼
の
言
葉
に
、
竹
原
部
長
は
「
こ

れ
か
ら
も
食
育
の
一
環
と
し
て
お
役
に

立
て
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
安
心
安
全
な
食
材
を

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
カ
ボ
チ
ャ
寄
贈

１
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
20
歳
を
祝
う
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
華
や
か
な
振
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
33
名
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
布
瀬
勝
明
教
育
委
員
長
、
佐
藤
多
一

町
長
、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
日
下
太
朗
道
議

会
議
員
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
を
代
表
し
て
中
島

杏
子
さ
ん
が
町
民
憲
章
を
朗
読
。
上
原
悟
さ
ん
と

穴
吹
葉
月
さ
ん
が
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ
、
森

井
な
つ
み
さ
ん
が
佐
藤
町
長
よ
り
記
念
品
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
北
見
室
内
管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
や
、

小
・
中
学
校

の
担
任
か
ら

の
お
祝
い
ビ

デ
オ
レ
タ
ー

披
露
な
ど
も

あ
り
、
参
加

者
は
友
達
と

の
再
会
を
喜

び
あ
い
な
が

ら
成
人
式
を

終

え

ま

し

た
。

33
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

20
歳
を
祝
う
成
人
式
が
開
か
れ
る

12
月
16
日
、
林
業
研
修
会
館
で
平

成
23
年
度
歳
末
特
別
警
戒
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
の
主
催
者
挨
拶
、

谷
口
廣
明
美
幌
警
察
署
長
の
来
賓
挨

拶
な
ど
に
続
い
て
、
美
幌
警
察
署
の

藤
田
大
樹
刑
事
生
活
安
全
課
長
に
よ

る
講
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
年
末
に

向
け
改
め
て
防
犯
意
識
の
徹
底
を
確

認
し
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒
期
間
の
初
日
に
当

た
る
こ
の
日
は
、
結
団
式
に
続
い
て

第
１
回
目
の
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
津
別
町
防
犯
協
会
の
役

員
や
各
自
治
会
の
警
防
部
長
ら
が
町

内
を
見
回
り
ま
し
た
。

安
全
へ
の
誓
い
を
新
た
に

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
る

歳
末
特
別
警
戒
結
団
式

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
出
動

１
月
14
日
、
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
津
別
病
院
名
誉
院
長
・

近
藤
益
夫
さ
ん
の
受
章
祝
賀
会
が
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
事
績
に

よ
る
受
章
に
つ
い
て
、
近
藤
さ
ん
は
「
丸
玉
産
業

の
先
代
社
長
、
大
越
広
伸
さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
津
別
で

一
緒
に
や
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の
が
、
私
に

と
っ
て
の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
家
族
の
支
え
も

あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と

挨
拶
。
２
５
０
名
あ
ま
り
の
出
席
者
で
盛
況
と
な

っ
た
会
場
で
は
余
興
な
ど
も
あ
り
、
賑
や
か
な
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

近
藤
名
誉
院
長
の
瑞
宝
双
光
章
受
章
を
祝
し

受
章
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

大学でもバスケを続けるという石川さん 奈良選手（中央）と篠原勲さん（右）


